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一　

は
じ
め
に

　

水
戸
市
平
須
の
雨
谷
精
一
家
文
書
の
御
用
留
は
、
こ
こ
数
年
、
私
が
主
催

す
る
水
戸
古
文
書
研
究
会
で
テ
キ
ス
ト
と
し
て
使
用
し
て
き
た
。
そ
の
理
解

を
深
め
る
た
め
に
私
は
、「
近
世
平
須
村
の
年
貢
の
変
遷
」
を
執
筆
し
た（

（
（

。

ま
た
平
須
村
の
御
用
留
は
一
般
の
御
用
留
と
違
っ
て
、
藩
か
ら
の
布
達
の
み

で
な
く
、
そ
の
返
答
や
関
連
記
事
、
継
送
し
た
御
用
状
の
包
紙
部
分
が
記
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
ほ
か
の
村
の
御
用
留
以
上
に
豊
富
な
諸
問
題
の

具
体
的
な
村
方
の
対
応
が
確
認
で
き
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
昨
年
私
は
、「
平

須
村
に
み
る
安
政
期
水
戸
藩
の
植
林
政
策
」
を
執
筆
し
た（

（
（

。

　

今
回
は
こ
の
御
用
留
を
使
っ
て
、
平
須
村
の
村
民
が
尊
王
攘
夷
運
動
に
い

か
に
関
与
し
た
か
を
報
告
す
る
。御
用
留（

（
（

に
は
安
政
年
間
以
来
、い
つ
、誰
が
、

い
く
ら
水
戸
藩
に
金
子
を
指
し
上
げ
た
か
が
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
元
治
元

年
（
一
八
六
四
）
と
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
内
乱
に
参
加
し
た
村
民
の

報
告
も
記
さ
れ
て
い
る
。
一
村
全
体
で
尊
攘
運
動
と
の
関
連
が
こ
れ
ほ
ど
明

ら
か
に
で
き
る
の
は
、
き
わ
め
て
珍
し
い
事
例
な
の
で
、
こ
れ
ら
を
具
体
的

に
紹
介
し
よ
う
。
た
だ
そ
こ
に
力
点
が
置
か
れ
る
た
め
に
、
尊
攘
運
動
全
体

の
動
き
は
、
必
要
最
低
限
に
押
さ
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
、
こ

こ
に
断
っ
て
お
く
。
な
お
近
世
平
須
村
の
概
要
は
、
右
記
の
拙
稿
を
参
照
さ

れ
た
い
。

二　

安
政
か
ら
文
久
ま
で

　

水
戸
藩
は
つ
ね
に
財
政
難
に
苦
し
ん
だ
。
ペ
リ
ー
来
航
後
に
尊
攘
派
政
権

が
復
活
し
た
後
も
、
事
情
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
軍
制
改
革
の
必
要

か
ら
拍
車
が
か
か
っ
た
、
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
。
か
く
し
て
水
戸
藩
は
、

前
代
以
来
の
領
民
か
ら
の
献
金
・
御
用
金
の
取
立
を
継
続
し
た
。
平
須
村
で

は
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
七
月
二
一
日
の
「
安
政
以
来
献
金
御
酬
な
き
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分
調
達
金
返
済
な
き
分
取
調
の
達
」
に
応
え
た
書
上（

（
（

に
よ
る
と
、
安
政
元
年

（
一
八
五
四
）
一
一
月
と
翌
年
六
月
に
、
庄
屋
雨
谷
庄
蔵
は
軍
用
手
当
御
用

金
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
両
ず
つ
上
納
し
た
。

　

安
政
二
年
一
〇
月
一
日
に
、
水
戸
藩
は
来
春
藩
主
慶
篤
が
初
入
国
し
て
藩

政
改
革
を
主
導
す
る
旨
布
達
し
た
。
た
だ
し
、
一
〇
月
二
日
の
安
政
の
大
地

震
の
た
め
に
実
現
し
な
か
っ
た（

（
（

。
こ
の
と
き
、
安
政
二
年
一
〇
月
に
「
御
帰

国
御
内
意
」
に
応
え
て
、
庄
屋
雨
谷
庄
蔵
は
一
両
、
組
頭
渡
辺
庄
作
と
雨
谷

佐
吉
の
両
人
は
二
分
、
ほ
か
に
茂
平
・
円
次
・
久
蔵
・
善
四
郎
・
祐
作
・
新

衛
門
・
彦
衛
門
・
惣
三
郎
・
儀
平
・
佐
七
・
三
郎
衛
門
の
各
家
で
一
分
ず
つ
、

合
計
四
両
三
分
上
納
し
た
。

　

安
政
四
年
七
月
に
庄
屋
雨
谷
庄
蔵
は
「
御
酬
金
」
と
し
て
一
〇
両
献
金
し

た
。
こ
こ
に
記
さ
れ
た
理
由
は
、
何
等
か
の
家
格
上
昇
を
期
待
し
た
が
、
酬

わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
事
情
は
不
明
で
あ
る
。

　

安
政
六
年
八
月
二
七
日
に
、
前
水
戸
藩
主
徳
川
斉
昭
は
安
政
の
大
獄
の
一

環
と
し
て
水
戸
表
永
蟄
居
に
処
さ
れ
た
。
九
月
一
日
に
江
戸
を
出
発
し
、
四

日
に
水
戸
に
帰
着
し
た（

（
（

。こ
の
年
の
一
二
月
に「
御
帰
国
ニ
付
献
金
」と
し
て
、

庄
屋
雨
谷
庄
蔵
が
一
両
、
組
頭
渡
辺
庄
作
と
雨
谷
佐
吉
が
二
分
ず
つ
、
そ
し

て
円
次
・
久
蔵
・
善
四
郎
・
祐
作
・
新
衛
門
・
彦
衛
門
・
惣
三
郎
・
儀
平
の

各
家
で
一
分
ず
つ
、
合
計
四
両
上
納
し
た
。
帰
国
の
た
め
の
献
金
が
帰
国
後

で
あ
っ
た
の
は
、
そ
れ
だ
け
予
期
せ
ぬ
、
急
な
帰
国
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

　

軍
事
面
を
み
る
と
、
そ
れ
ま
で
平
須
村
の
庄
屋
組
頭
は
苗
字
を
名
乗
ら
な

か
っ
た
が
、
安
政
二
年
以
降
は
三
人
と
も
名
乗
る（

（
（

。
こ
れ
は
安
政
二
年
九
月

の
農
兵
取
立
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
正
月
に
は
、荒
子
と
し
て
次
平
と
庄
衛
門
を
、「
異

国
船
渡
来
幷
隣
国
騒
動
等
」
の
時
に
は
、
い
つ
で
も
指
出
す
旨
の
請
書
を
、

庄
屋
組
頭
は
郡
奉
行
所
に
提
出
し
た
。
同
様
の
荒
子
に
彦
衛
門
と
惣
三
郎
を

指
出
す
旨
の
請
書
は
、文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
二
月
に
も
提
出
し
て
い
る
。

　

万
延
元
年
三
月
三
日
に
桜
田
門
外
の
変
が
起
き
た
。
こ
の
事
件
に
関
し
て

は
、
三
月
七
日
に
桜
田
の
志
士
で
南
郡
奉
行
所
の
内
元
締
で
あ
っ
た
稲
田
重

蔵
の
解
任
の
布
達
が
、「
是
は
内
元
締
立
場
免
許
申
付
候
」
と
、
桜
田
の
変

に
言
及
す
る
こ
と
な
く
出
さ
れ
た
。
桜
田
門
外
の
変
を
知
ら
せ
る
触
は
、
遅

れ
て
三
月
一
五
日
に
出
さ
れ
た
。
そ
こ
に
は
「
人
々
致
二
遠
慮
一
、
噂
等
一

切
い
た
し
不
レ
申
様
」
命
じ
て
い
た
。
公
布
の
遅
れ
と
と
も
に
、
い
か
に
水

戸
藩
が
驚
愕
し
困
惑
し
て
い
た
か
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
勅
書
返
納
を
阻
止
す
る
た
め
に
長
岡
宿
に
結
集
し
、
当
時
周
辺

に
逃
れ
て
い
た
長
岡
残
党
の
対
策
が
求
め
ら
れ
た
。
三
月
一
〇
日
に
長
岡
に

出
役
中
の
介
川
喜
八
郎
ら
三
人
の
郡
方
役
人
の
平
須
村
庄
屋
宛
召
状
に
、「
申

付
候
御
用
有
レ
之
条
、
五
七
日
逗
留
の
心
得
に
て
」
と
、
長
岡
に
呼
び
出
し

た
の
は
、
こ
の
た
め
と
い
え
る
。
五
月
三
日
の
郡
方
役
人
桑
名
安
一
郎
の
召

状
に
は
、
明
確
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

其
村
組
頭
之
内
壱
人
、
長
岡
駅
鎮
撫
御
用
申
付
候
条
、
明
四
日
よ
り
日

数
七
日
積
ヲ
以
、
罷
出
候
様
可
レ
被
二
相
達
一
候
。

　

大
津
彦
五
郎
を
中
心
と
し
た
長
岡
残
党
の
一
派
は
、
万
延
元
年
九
月
こ
ろ

か
ら
小
川
郷
校
を
、
翌
年
正
月
に
は
玉
造
郷
校
を
拠
点
と
し
、
軍
資
金
を
集

め
る
た
め
に
さ
か
ん
に
強
借
を
実
施
し
た（

（
（

。
平
須
村
に
も
万
延
元
年
一
二
月

に
強
借
の
一
隊
が
来
た
。
翌
文
久
元
年
八
月
に
庄
屋
組
頭
三
人
は
連
名
で
、

次
の
よ
う
に
郡
奉
行
所
に
報
告
し
て
い
る
。

　

ま
ず
「
覚
」
と
記
し
て
、
次
に
金
高
と
人
名
が
書
き
上
げ
ら
れ
た
。
そ
れ

を
人
名
の
下
に
カ
ッ
コ
し
て
村
内
役
職
と
持
高（

（
（

を
加
え
て
示
す
と
、
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。金
一
両
一
分
二
朱
久
蔵（
五
人
組
頭
七
石
余
）と
惣
三
郎（
六

石
余
）
の
連
名
、
金
一
両
二
分
茂
平
（
五
人
組
頭
六
石
余
）
と
儀
平
（
五
人

組
頭
八
石
余
）
の
連
名
、
金
一
両
新
衛
門
（
一
〇
石
余
）、
金
一
両
一
分
二

朱
勇
吉
（
五
人
組
頭
一
五
石
余
）、
金
一
両
三
分
佐
左
衛
門
（
小
山
守
一
三
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石
余
）、
金
二
両
二
分
善
四
郎
（
小
山
守
五
石
余
）、
金
五
両
佐
吉
（
組
頭
七

石
余
）、
金
五
両
庄
作
（
組
頭
一
七
石
余
）、
金
二
〇
両
庄
蔵
（
庄
屋
一
九
石

余
）、
〆
三
九
両
二
分
。

　

庄
屋
が
二
〇
両
、
二
人
の
組
頭
が
五
両
と
、
村
役
人
を
中
心
に
し
て
、
二

人
の
小
山
守
と
四
人
の
五
人
組
頭
、
そ
し
て
無
役
の
二
人
が
献
金
し
た
。

五
〇
軒
余
の
平
須
村
で
、
村
役
を
勤
め
る
者
と
富
裕
層
が
献
金
し
た
と
認
め

ら
れ
る
。
な
お
組
頭
の
佐
吉
が
七
石
余
、
小
山
守
の
善
四
郎
が
五
石
余
の
持

高
で
し
か
な
い
の
は
、
こ
の
村
は
商
品
貨
幣
経
済
が
発
展
し
た
結
果
、
持
高

表
示
が
貧
富
の
基
準
に
な
ら
な
く
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し

て
、
そ
の
時
の
状
況
を
次
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

右
ハ
去
申
十
二
月
中
、
生
天
目
扇
右
衛
門
等
都
合
拾
人
余
も
参
り
、

大（
マ
マ
）情
ニ
て
迯
隠
候
様
ニ
も
不
二
相
成
一
、
無
二
余
儀
一
金
子
指
出
候
儀
ニ

御
座
候
。

　

寡
聞
な
私
は
生
天
目
扇
右
衛
門
な
る
志
士
を
知
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
変
名

で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
数
を
頼
ん
で
逃
げ
よ
う
と
し
た
村
民
か
ら
、
合
計
三
九

両
二
分
も
の
金
子
を
奪
い
取
っ
た
。
し
か
も
、
こ
の
と
き
被
害
に
あ
っ
た
の

は
平
須
村
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
直
後
の
二
一
日
に
鯉
淵
村
大
山
守
江

幡
八
郎
衛
門
は
、
管
下
の
大
戸
・
平
須
・
前
田
・
長
岡
の
各
村
に
、
こ
の
と

き
に
「
為
二
国
事
一
尽
力
金
と
し
て
指
出
候
面
付
、
先
達
て
指
出
候
所
、
右

ハ
受
取
書
付
御
用
」
と
、
受
取
の
提
出
を
命
じ
て
い
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
村

も
強
借
の
被
害
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

文
久
三
年
二
月
の
将
軍
上
洛
に
は
、
水
戸
藩
主
徳
川
慶
篤
も
上
洛
し
た
。

こ
の
「
上
京
調
達
金
」
と
し
て
、
文
久
三
年
一
月
に
庄
屋
雨
谷
庄
蔵
が
一
〇

両
と
組
頭
渡
辺
庄
作
が
三
両
二
分
上
納
し
た
。
三
月
に
庄
屋
雨
谷
庄
蔵
は
、

さ
ら
に
一
〇
両
上
納
し
て
い
る
。

三　

元
治
元
年
の
内
乱

　

元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
三
月
二
七
日
の
藤
田
小
四
郎
ら
激
派
に
よ
る
筑

波
挙
兵
以
後
、
一
一
月
一
日
に
武
田
耕
雲
斎
率
い
る
敗
北
し
た
激
派
が
西
国

に
出
発
す
る
ま
で
は
、
水
戸
藩
領
と
周
辺
は
内
乱
で
あ
っ
た
。
七
月
二
三
日

に
水
戸
で
保
守
派
が
政
権
を
奪
還
す
る
と
、
領
内
各
地
の
農
民
が
保
守
派
政

権
を
支
持
し
て
、
農
兵
部
隊
を
組
織
し
た
。
そ
の
最
大
の
部
隊
が
平
須
村
の

西
、
水
戸
藩
領
鯉
淵
村
を
中
心
と
し
た
鯉
淵
勢
で
あ
っ
た
。
平
須
村
で
は
穢

多
の
小
松
崎
勢
の
み
が
参
加
し
た
。
彼
ら
が
鯉
淵
勢
に
参
加
し
た
理
由
は
、

本
村
と
は
谷
を
隔
て
た
西
の
田
向
井
に
居
住
し
て
い
た
彼
ら
を
、
八
月
一
五

日
に
激
派
の
田
中
勢
が
襲
撃
し
、
鯉
淵
勢
が
救
っ
た（
（1
（

こ
と
が
切
っ
掛
け
に

な
っ
た
。
頭
の
小
松
崎
五
兵
衛
は
「
同
類
相
集
、
四
五
百
人
位
之
人
数
」
で

参
戦
し
、「
勇
軍
之
評
判
」
を
え
た
と
伝
え
ら
れ
る（
（1
（

。

　

城
下
町
水
戸
の
南
、
北
か
ら
小
吹
村
・
平
須
村
・
前
田
村
よ
り
東
の
村
々

は
鯉
淵
勢
に
参
加
し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
水
戸
藩
の
方
針
と

し
て
長
岡
宿
を
中
心
と
す
る
水
戸
街
道
の
輸
送
力
確
保
に
あ
っ
た
こ
と
は
疑

い
な
い
。
た
と
え
ば
南
隣
の
前
田
村
で
は
、
内
乱
中
に
四
五
人
が
小
鶴
村
と

塩
ケ
崎
村
に
人
足
に
出
た
の
で
、
麻
上
下
御
免
に
な
っ
た
。
ま
た
四
人
が
戦

場
に
な
っ
た
中
根
村
に
詰
め
た
の
で
、
各
青
銅
五
貫
文
を
頂
戴
し
た（
（1
（

。

　

元
治
の
内
乱
で
は
平
須
村
の
農
民
の
ほ
と
ん
ど
は
、
保
守
派
政
権
に
協
力

し
て
働
い
た
と
見
ら
れ
る
の
だ
が
、
そ
の
詳
細
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
一

方
、
五
人
だ
け
で
あ
る
が
、
尊
攘
派
に
参
加
し
た
も
の
も
い
た
。
水
戸
藩
は

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
に
元
治
の
内
乱
に
尊
攘
派
に
参
加
し
た
も
の
の
詳

し
い
報
告
を
村
む
ら
に
提
出
さ
せ
た
。
二
年
七
月
に
再
び
報
告
を
求
め
た
。

こ
の
と
き
庄
屋
組
頭
三
人
が
連
名
で
南
民
政
役
所
に
提
出
し
た
も
の
を
、
左

に
紹
介
す
る
。
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平
須
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　小
御
山
守雨
谷
左
一
郎
忰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寅
之
介

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
廿
八
才

是
は
去
子
年
中
潮
来
御
館
へ
罷
出
、
府
中
宿
ニ
て
林
五
郎
三
郎
様
前
木

六
三
郎
様
御
両
人
御
手
ニ
付
、
所
々
見
張
等
相
勤
、
夫
よ
り
御
手
を
去

り
、
所
々
潜
居
、
去
辰
三
月
中
上
々
様
方
御
下
ニ
付
、
府
中
迄
罷
出
、

其
節
鮎
沢
伊
太
夫
様
御
供
ニ
て
、
御
城
下
迄
御
供
仕
候
。
岡
部
七
十
郎

様
御
一
手
ニ
付
、
白
川
迄
罷
□
、
四
月
中
帰
宅
仕
、
其
後
ニ
至
り
候
て

ハ
、
宿
元
ニ
指
居
候
。
御
田
地
丹
精
仕
居
申
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
三
郎
衛
門
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

与
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
□
□
□

是
は
去
辰
七
月
中
武
田
様
へ
御
組
入
ニ
相
成
、
越
後
表
へ
罷
出
、
十
月

中
帰
宅
仕
、
其
後
ニ
至
り
候
て
も
打
続
御
一
手
ニ
組
入
□
、
当
時
東
京

へ
罷
出
居
申
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
門
詰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

勘
五
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
廿
六
才

是
は
去
子
年
中
潮
来
御
館
へ
罷
出
、
府
中
宿
ニ
て
林
五
郎
三
郎
様
前
木

六
三
郎
様
御
手
ニ
付
、
処
々
見
張
被
二
仰
付
一
居
候
処
、
御
公
辺
御
人

数
御
繰
込
ニ
相
成
候
ニ
付
、
一
人
ニ
罷
成
候
ニ
付
、
同
年
八
月
中
鯉
淵

村
之
者
ニ
被
二
召
捕
一
、
御
評
定　所
御脱
カ

指
出
ニ
相
成
、
溜
入
ニ
相
成
、
其

後
赤
沼
入
牢
被
二
仰
付
一
居
候
処
、病
気
ニ
罷
成
、村
預
ニ
相
成
居
候
処
、

当
時
小
幡
宿
関
門
詰
被
二
仰
付
一
罷
出
居
申
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
七
衛
門
弟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
□

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
□
□

是 ｜ 

三
行
分　

五
、六
拾
字
程
欠 ｜ 

入
牢
被
二
仰
付
一
候
。
□
吟
味
□
上
寄

□
人
足
役
、
寅
八
月
よ
り
卯
十
月
迄
十
五
□
□
被
二
仰
付
一
相
勤
、
御

免
ニ
罷
成
帰
宅
仕
候
処
、
□
気
ニ
罷
成
、
去
辰
七
月
中
死
去
仕
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
廿
六
才

是
ハ
右
同
断
罷
出
居
候
処
、
同
年
八
月
中
鯉
淵
村
へ
自
訴
仕
、
早
速
御

指
出
ニ
相
成
、御
役
所
様
溜
入
被
二
仰
付
一
、其
後
細
谷
へ
溜
替
ニ
相
成
、

丑
年
五
月
赤
沼
へ
御
下
相
成
、
卯
三
月
御
吟
味
之
上
、
寄
場
方
人
足
役

十
二
月
被
二
仰
付
一
、
辰
二
月
御
免
ニ
相
成
、
当
時
宿
元
ニ
御
百
姓
丹

精
仕
居
申
候
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

百
姓
三
郎
衛
門
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
清
介
事

之
丞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
三
□
□
□

是
ハ
右
同
断
罷
出
居
候
処
、
戦
争
之
節
中
湊
□
□
月
上
旬
迄
指
居
候

処
、
御
公
辺
御
人
数
御
繰
込
ニ
相
成
候
趣
、
竹
原
宿
へ
罷
出
喰
留
候
様

被
二
仰
付
一
候
間
、
弐
百
人
程
ニ
て
罷
出
候
得
共
、
喰
留
候
様
ニ
も
不
二

相
成
一
候
故
、
夫
よ
り
一
人
〳
〵
ニ
相
成
、
往
来
も
不
二
相
成
一
、
無
二

余
儀
一
帰
村
仕
、
九
月
中
自
訴
仕
御
吟
味
之
上
、
手
縄
村
預
ケ
ニ
□
□

□
候
処
、去
辰
三
月
中
御
免
ニ
□
□
候
。
依
て
武
田
様
御
一
手
ニ
組
入
、

越
後
表
へ
罷
出
居
候
処
、
去
辰
九
月
中
帰
宅
□
、
其
後
ニ
至
り
候
て
も

右
御
一
手
ニ
て
東
京
へ
罷
登
居
申
候
。

右
は
去
子
年
中
小
金
井
詰
又
ハ
一
橋
様
為
二
御
守
衛
一
京
師
罷
登
候
者
、

幷
御
預
等
委
細
ニ
書
上
候
様
御
達
ニ
相
成
候
得
共
、前
書
之
者
よ
り
外
、

村
方
ニ
ハ
無
二
御
座
一
候
。
依
此
段
取
調
奉
二
書
上
一
候
。
以
上
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元
治
の
内
乱
に
尊
攘
派
に
参
加
し
た
者
と
京
都
に
行
っ
て
い
た
者
の
報
告

に
、
明
治
元
年
七
月
以
降
に
武
田
金
次
郎
の
部
隊
に
配
属
さ
れ
た
与
衛
門
を

加
え
て
い
る
の
は
、
筋
違
い
の
感
も
す
る
が
、
尊
攘
派
参
加
の
者
た
ち
も
明

治
二
年
七
月
ま
で
の
記
録
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
尊
攘
派
政
権
へ
の
協
力
者

と
し
て
加
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
梅
吉
の
書
出
は
「
是
ハ
右
同
断
」
と
あ
っ
て
、
自
訴
以
前
の

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
も
、
そ
れ
を
記
し
て
い
る
は
ず
の
七
衛
門

弟
の
記
事
は
、
最
初
の
三
行
ほ
ど
五
、
六
〇
字
が
破
損
の
た
め
に
欠
け
て
い

る
。
幸
い
に
こ
の
報
告
の
直
前
に
、梅
吉
と
与
衛
門
の
分
が
記
さ
れ
て
い
て
、

真
中
に
抹
消
の
黒
線
が
あ
る
。
与
衛
門
の
分
は
年
齢
が
二
二
歳
と
明
記
さ
れ

て
い
る
以
外
、
本
文
と
ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。
一
方
、
梅
吉
の
分
は
「
自
訴
」

以
前
の
事
跡
が
記
さ
れ
て
い
る
。
重
複
の
部
分
も
あ
る
が
、
左
に
全
文
を
記

す
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
吉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

年
廿
五
才

□
ハ
子
年
七
月
廿
一
日
宿
元
出
発
仕
、
□
来
御
館
へ
罷
出
候
処
、
右
御

館
引
払
ニ
付
、府
中
宿
へ
罷
越
、林
五
郎
三
郎
様
へ
手
付
、中
湊
へ
罷
越
、

御
同
人
様
指
図
ニ
て
、
竹
原
宿
へ
罷
出
、
堅
メ
被
レ
仰
候
ニ
付
、
右
宿

へ
罷
出
候
処
、
小
人
数
妨
方
不
二
相
成
一
、
夫
よ
り
ち
り
〳
〵
ニ
相
成
、

所
々
ニ
潜
居
候
処
、
九
月
廿
七
日
御
手
入
ニ
相
成
、
御
役
所
様
溜
入
ニ

相
成
、
夫
よ
り
細
谷
溜
へ
相
う
つ
り
、
丑
年
五
月
赤
沼
へ
御
下
ニ
相
成
、

卯
年
三
月
御
免
被
二
仰
付
一
、
寄
場
方
人
足
役
壱
ケ
年
被
二
仰
付
一
、
辰

三
月
御
免
ニ
相
成
、
時
節
宿
元
ニ
罷
居
申
候
。

　

先
の
引
用
と
違
っ
た
と
こ
ろ
が
目
に
つ
く
が
、
年
齢
が
二
五
歳
と
一
歳
若

い
の
で
、
こ
の
報
告
は
前
年
の
明
治
元
年
の
分
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
右
の
報
告
に
よ
る
と
、
平
須
村
に
は
著
名
な
志
士
も
、
元
治

元
年
六
月
以
降
の
尊
攘
派
の
大
量
動
員
に
よ
る
江
戸
へ
の
南
上
の
参
加
者
も

い
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
で
、
右
の
五
人
は
な
ぜ
尊
攘
派
に
参
加
し
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
寅
之
介
と
勘
五
郎
は
「
子
年
中
潮
来
館
へ
罷
出
」、
梅
吉

は
「
子
年
七
月
廿
一
日
宿
元
出
発
仕
、□
来
御
館
へ
罷
出
」
と
あ
る
の
み
で
、

潮
来
館
へ
行
っ
た
理
由
・
動
機
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
推
測
で
あ
る
が
、
次

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。

　

水
戸
藩
の
郷
校
は
安
政
改
革
の
結
果
、
文
武
館
と
し
て
農
兵
の
教
育
の
場

と
な
っ
た
。
尊
攘
派
の
農
村
の
拠
点
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
さ
ら
に
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
の
将
軍
上
洛
に
よ
り
攘
夷
国
是
が
決
定
さ
れ
、
尊
攘
運
動
が

高
揚
し
た
九
月
四
日
、「
南
郡
宰
矢
野
唯
之
允
巡
村
ト
シ
テ
湊
村
辺
ヘ
出
張

ノ
所
、
百
姓
共
二
百
人
計
於
二
出
先
一
歎
願
ノ
主
意
ハ
、
何
卒
攘
夷
事
引
受
、

尽
力
ス
ル
様
、
成
功
無
レ
之
内
ハ
帰
村
不
二
相
成
一
ト
切
迫
ノ
様
子
ユ
ヘ
、
無

レ
拠
歎
願
ノ
筋
取
受
、
百
姓
共
ハ
湊
ノ
郷
校
へ
入
タ
リ
。
其
後
神
官
百
姓
等

大
勢
小
川
潮
来
ノ
両
館
ヘ
モ
屯
集（
（1
（

」
し
た
。
郷
校
は
尊
攘
の
志
士
が
占
拠
す

る
場
に
変
質
し
た
の
で
あ
る
。
と
く
に
右
の
三
郷
校
は
数
百
人
の
志
士
を
擁

し
、
三
館
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

彼
ら
の
な
か
で
家
の
持
高
が
わ
か
る
の
は
、
雨
谷
佐
一
郎
倅
寅
之
介
で
あ

る
。雨
谷
佐
一
郎
は
明
治
二
年
に
小
山
守
で
あ
っ
た
。安
政
元
年（
一
八
五
四
）

一
一
月
に
十
両
の
御
用
金
と
万
延
元
年
（
一
八
六
〇
）
一
二
月
に
玉
造
勢
に

一
両
三
分
指
し
出
し
た
雨
谷
佐
左
衛
門
は
小
山
守
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
幕
末

維
新
期
に
村
役
人
以
外
で
苗
字
を
名
乗
っ
て
い
る
の
は
こ
の
二
人
だ
け
な
の

で
、
同
じ
家
と
認
め
ら
れ
る
。
献
金
し
て
苗
字
を
名
乗
る
格
式
を
え
た
の
で

あ
る
。
た
だ
し
、
持
高
は
元
治
元
年
に
一
三
石
余
で
あ
っ
た
。
持
高
で
は
中

層
に
位
置
す
る
が
、
平
須
村
は
前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
持
高
が
貧
富
の
基
準

に
な
ら
な
い
ほ
ど
商
品
貨
幣
経
済
の
発
展
し
た
村
で
あ
っ
た
。
こ
の
家
は
献

金
し
て
苗
字
を
名
乗
る
ほ
ど
に
豊
か
で
あ
っ
た
。
な
お
こ
の
家
は
一
八
世
紀

以
来
、
庄
屋
組
頭
を
勤
め
る
家
の
一
つ
で
あ
り
、
嘉
永
三
年
（
一
八
五
〇
）

に
は
苗
字
は
名
乗
っ
て
い
な
い
が
庄
屋
で
あ
っ
た（
（1
（

。
ほ
か
の
四
人
は
わ
か
ら
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な
い
が
、
持
高
と
家
族
全
員
の
名
前
と
年
齢
が
書
か
れ
て
い
る
明
治
二
年

一
〇
月
の
極
窮
人
御
救
願
に
数
え
ら
れ
た
八
軒
に
は
入
っ
て
い
な
い
か
ら
、

少
な
く
と
も
経
営
の
成
り
立
っ
て
い
る
農
家
の
子
弟
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

年
齢
が
わ
か
る
四
人
は
寅
之
介
二
二
歳
、
勘
五
郎
二
六
歳
、
梅
吉
二
六
歳
、

そ
し
て
こ
の
年
四
月
の
報
告
に
よ
れ
ば
松
之
丞
は
三
四
歳
で
あ
る
。
こ
れ
は

明
治
二
年
の
年
齢
と
み
な
せ
る
か
ら
、
五
年
前
の
元
治
元
年
は
そ
れ
ぞ
れ

一
七
歳
、
二
一
歳
、
二
一
歳
、
二
九
歳
で
あ
っ
た
。
家
の
経
営
に
責
任
を
持

た
な
い
若
い
彼
ら
は
、
頻
繁
に
で
は
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
郷
校
に

出
入
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
保
守
派
の
市
川
弘
美
た
ち
が
水
戸
に
帰
着

し
た
七
月
二
三
日
の
直
前
の
二
〇
日
こ
ろ
に
、
潮
来
館
か
ら
呼
び
出
し
を
受

け
た
。
彼
ら
が
出
入
し
た
郷
校
は
地
理
的
に
は
小
川
郷
校
が
近
い
の
で
、
小

川
郷
校
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
小
川
郷
校
は
藤
田
小
四
郎
が
筑

波
挙
兵
に
あ
た
っ
て
拠
点
と
し
た
所
な
の
で
、軍
事
的
に
弱
体
化
し
て
お
り
、

軍
事
力
と
し
て
十
分
存
在
意
義
を
有
し
て
い
た
潮
来
館
か
ら
呼
び
出
さ
れ
た

の
で
あ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
目
的
は
水
戸
に
帰
っ
て
来
る
保
守
派
と
軍

事
的
に
対
抗
す
る
た
め
で
あ
る
。

　

彼
ら
が
附
属
し
た
林
五
郎
三
郎
と
は
諱
は
正
徳
、
水
戸
藩
の
下
士
出
身
で

あ
っ
た
が
、
床
机
廻
・
弘
道
館
舎
長
に
な
っ
た
秀
才
で
あ
っ
た
。
元
治
元
年

一
月
二
九
日
に
は
、
武
田
耕
雲
斎
が
尊
攘
派
鎮
撫
の
た
め
に
設
置
し
た
潮
来

鎮
台
の
用
掛
に
な
っ
た
。
同
年
九
月
一
九
日
の
大
貫
村
の
戦
に
戦
死
し
た
。

三
三
歳
で
あ
っ
た（
（1
（

。
前
木
六
三
郎
も
水
戸
藩
の
下
士
出
身
で
諱
は
正
明
、
新

徴
組
に
入
っ
た
こ
と
も
あ
る
志
士
で
あ
っ
た（
（1
（

。
乱
後
、
激
派
の
一
員
と
し
て

西
上
し
、
慶
応
元
年
（
一
八
六
五
）
二
月
四
日
に
敦
賀
に
お
い
て
死
罪
に
処

さ
れ
た
。
三
七
歳
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
こ
う
し
た
志
士
に
率
い
ら
れ
て
い
た
。

　

彼
ら
の
移
動
を
確
認
す
る
と
、
七
衛
門
弟
と
梅
吉
と
松
之
丞
は
、
七
月

二
一
日
に
潮
来
館
、
次
に
府
中
、
そ
し
て
那
珂
湊
、
竹
原
の
順
に
な
る
。
寅

之
介
と
勘
五
郎
は
潮
来
館
、
府
中
で
あ
る
。
実
際
は
ど
う
だ
っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。
内
乱
と
な
っ
た
水
戸
藩
の
鎮
撫
の
た
め
に
藩
主
徳
川
慶
篤
の
目
代
と

し
て
派
遣
さ
れ
た
支
藩
宍
戸
藩
主
松
平
頼
徳
が
水
戸
に
到
着
し
た
の
は
、
八

月
一
〇
日
で
あ
る
。
那
珂
湊
を
占
領
し
た
の
は
同
一
六
日
で
あ
っ
た
。
一
六

日
の
戦
闘
に
筑
波
勢
は
参
戦
し
て
、
た
だ
ち
に
小
川
へ
引
取
っ
た
が
、
こ
の

戦
に
潮
来
勢
は
加
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。

　

一
六
日
以
降
の
潮
来
勢
の
足
跡
を
『
水
戸
藩
史
料
』
で
確
認
す
る
。
松
平

頼
徳
が
那
珂
湊
に
入
っ
た
後
、
林
は
潮
来
勢
を
率
い
て
来
援
し
た
。
二
〇
日

に
頼
徳
が
水
戸
城
東
の
神
勢
館
に
移
る
と
、
鮎
沢
伊
太
夫
と
謀
議
し
て
城
南

か
ら
水
戸
を
攻
撃
す
る
た
め
に
、
林
は
二
一
日
に
小
川
に
帰
っ
た
。
二
三
日

の
神
勢
館
の
戦
に
鮎
沢
は
林
の
来
援
を
待
っ
た
が
来
な
い
の
で
、
夜
急
使
を

派
遣
し
た
。
林
は
二
三
日
に
小
川
を
出
発
し
て
水
戸
に
向
か
っ
た
が
、
竹
原

に
着
く
と
、志
筑
の
農
兵
と
戦
っ
て
い
た
筑
波
勢
か
ら
応
援
の
依
頼
が
き
た
。

救
援
に
向
か
っ
た
の
で
、
書
を
受
け
取
っ
た
の
は
二
五
日
で
あ
っ
た
。
二
六

日
に
水
戸
に
出
発
し
た
が
、
奥
谷
・
小
鶴
で
鯉
淵
勢
に
阻
ま
れ
た
。
二
九
日

の
頼
徳
の
那
珂
湊
へ
の
退
却
を
聞
い
て
那
珂
湊
の
南
の
磯
浜
へ
行
っ
た
。
そ

れ
か
ら
那
珂
湊
の
北
の
平
磯
に
移
り
、
頼
徳
ら
の
尊
攘
派
の
大
発
勢
と
合
流

し
た
。
そ
の
こ
ろ
ま
で
に
幕
府
諸
藩
の
追
討
軍
は
順
次
到
着
し
、
尊
攘
派
は

守
勢
に
な
っ
た
。
九
月
一
六
日
に
潮
来
勢
は
幕
府
軍
に
攻
勢
を
か
け
た
。
涸

沼
川
を
渡
っ
て
、
島
田
村
・
大
場
村
に
攻
め
込
ん
だ
が
、
幕
府
軍
の
反
撃
に

あ
っ
て
、
一
九
日
に
は
林
が
戦
死
し
、
二
二
日
ま
で
に
那
珂
川
以
南
は
幕
府

軍
の
占
領
す
る
所
と
な
っ
た
。

　

右
の
潮
来
勢
の
動
き
か
ら
み
て
、
寅
之
介
と
勘
五
郎
の
報
告
に
は
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
二
人
と
も
潮
来
勢
の
一
員
と
し
て
、
八
月
下
旬
に
那
珂
湊
に

行
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
。
五
人
と
も
に
、
い
つ
・
ど
こ
で
と
い
っ
た
詳
細
で

正
確
な
記
述
に
な
っ
て
い
な
い
。
そ
の
後
は
松
之
丞
の
報
告
が
一
番
詳
し

い
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
□
月
上
旬
迄
指
居
候
処
、
御
公
辺
御
人
数
御
繰
込

ニ
相
成
候
趣
、
竹
原
宿
へ
罷
出
喰
留
候
様
被
二
仰
付
一
候
間
、
弐
百
人
程
ニ
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て
罷
出
候
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
「
□
月
」
は
九
月
で
あ
ろ
う
。
お
そ
ら
く
九

月
十
六
日
に
攻
勢
に
出
た
潮
来
勢
は
、
幕
府
軍
の
後
方
撹
乱
の
た
め
に
、
水

戸
街
道
の
竹
原
宿
へ
二
〇
〇
人
程
を
派
遣
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
無
謀
な
作

戦
の
た
め
に
、
彼
ら
は
ど
こ
ま
で
行
け
た
か
は
別
に
し
て
、
た
ち
ま
ち
散
り

散
り
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

右
に
五
人
の
戦
争
参
加
の
様
態
を
考
え
て
み
た
。
も
う
一
言
加
え
る
な
ら

ば
、
も
し
松
之
丞
の
「
□
月
上
旬
」
の
記
載
が
九
月
上
旬
で
な
い
な
ら
ば
、

彼
ら
の
竹
原
の
事
件
は
、
八
月
二
五
日
前
後
に
潮
来
勢
が
水
戸
に
向
か
っ
た

と
き
に
起
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
そ
の
こ
ろ
は
、
潮
来
勢
・
筑
波
勢
・
田

中
勢
が
府
中
か
ら
小
鶴
辺
に
い
た
か
ら
、
幕
府
軍
が
通
行
し
た
と
は
考
え
に

く
い
。

　

散
り
散
り
に
な
っ
た
五
人
の
な
か
で
、
寅
之
介
だ
け
が
逃
げ
の
び
た
。
松

之
丞
は
帰
村
し
て
九
月
中
に
自
訴
し
、
吟
味
の
上
、
村
預
に
な
っ
た
（
た

だ
し
、
四
月
の
報
告
に
よ
る
と
、「
其
後
何
方
へ
参
り
候
哉
、
行
方
一
向
不

二
相
分
居
一
候
。
去
辰
四
月
、
帰
村
仕
候
」
と
あ
る
）。
慶
応
年
間
の
水
戸
藩

領
の
農
村
に
は
、
か
な
り
の
数
の
村
預
の
自
訴
人
が
認
め
ら
れ
る（
（1
（

。
内
乱
に

ど
の
程
度
の
人
数
が
尊
攘
派
に
参
加
し
た
で
あ
ろ
う
か
。
八
月
一
〇
日
に
野

曽
村
役
人
か
ら
「
諸
生
方
へ
届
」
け
た
注
進
書
に
は
、「
只
今
小
幡
辺
悪
党

共
凡
四
千
人
押
寄
候
趣
、
小
幡
村
市
蔵
注
進
候
間
、
此
段
御
届
ケ
申
上
候
」

と
記
さ
れ
て
い
た（
（1
（

。「
悪
党
」
と
は
頼
徳
た
ち
大
発
勢
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か

に
数
百
人
規
模
と
い
わ
れ
る
筑
波
勢
や
潮
来
勢
、
さ
ら
に
田
中
勢
な
ど
も
い

た
か
ら
、
六
千
人
ほ
ど
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
な
い
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
一
〇
月
二
三
日
に
那
珂
湊
で
投
降
し
た
鎮
派
の
人
数
は

一
一
五
四
人
で
あ
っ
た（
（1
（

。
一
方
、
同
日
に
那
珂
湊
を
出
て
同
志
を
糾
合
し
た

激
派
の
人
数
は
一
千
余
で
あ
っ
た
。
尊
攘
派
の
人
数
は
三
分
の
一
近
く
に
減

少
し
て
い
た
。
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
一
つ
に
は
戦
死
し
た
り
、
捕
え
ら
れ
て
死

罪
に
処
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、そ
の
数
は
少
な
い
。
絶
対
多
数
は
、

何
ら
か
の
事
情
で
消
極
的
に
参
加
し
た
農
民
た
ち
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
戦
争

が
始
ま
る
と
、
機
会
を
み
て
逃
亡
し
た
。
ま
た
平
須
村
の
若
者
た
ち
の
よ
う

に
戦
闘
の
結
果
、
と
く
に
負
け
戦
の
と
き
に
、
部
隊
か
ら
孤
立
し
て
し
ま
っ

て
、
本
隊
に
戻
ろ
う
と
せ
ず
に
さ
迷
っ
た
。
そ
の
結
果
、
彼
ら
は
自
訴
す
る

か
捕
縛
さ
れ
た
。
ま
れ
に
寅
之
介
の
よ
う
に
、
明
治
に
な
る
ま
で
逃
げ
お
う

せ
た
も
の
も
い
た
が
。
か
く
し
て
多
数
の
農
民
の
自
訴
人
・
捕
縛
人
が
い
た

の
で
あ
る
。

　

自
訴
人
と
捕
縛
人
と
で
は
、
当
然
後
者
の
方
が
罪
は
重
い（
（2
（

。
か
く
し
て
勘

五
郎
は
溜
入
の
後
、
赤
沼
獄
に
入
牢
と
な
っ
た
。
梅
吉
は
二
年
の
報
告
で
は

自
訴
し
た
と
す
る
が
、
そ
の
後
は
溜
入
・
赤
沼
獄
で
あ
る
か
ら
、
元
年
の
「
九

月
廿
七
日
御
手
入
ニ
相
成
」
が
正
し
い
の
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
書
き
改
め
た
か

は
不
明
で
あ
る
。
そ
し
て
七
衛
門
弟
は
「
入
牢
」
以
後
し
か
記
さ
れ
て
い
な

い
が
、
捕
縛
・
溜
入
・
赤
沼
入
牢
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

赤
沼
入
牢
後
の
三
人
は
違
っ
て
い
る
。
梅
吉
は
寄
場
人
足
に
送
ら
れ
、
明

治
元
年
二
月
か
三
月
に
御
免
に
な
っ
た
。
七
衛
門
弟
も
寄
場
送
り
に
な
っ
た

が
、慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
一
〇
月
に
御
免
に
な
り
帰
宅
し
た
。
し
か
し
、

「
□
気
ニ
罷
成
、
去
辰
七
月
中
死
去
仕
候
」
と
あ
る
。
そ
の
後
、
病
気
に
な
っ

て
明
治
元
年
七
月
に
死
亡
し
た
よ
う
に
読
め
る
が
、
事
実
は
重
病
に
な
っ
た

の
で
御
免
・
帰
宅
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
勘
五
郎
の
場
合
は
明
確
に
、「
病

気
ニ
罷
成
、
村
預
ニ
相
成
居
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
七
衛
門
弟
と
勘
五
郎

が
病
気
に
な
っ
て
御
免
、
も
し
く
は
村
預
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ

だ
け
捕
縛
人
に
対
す
る
待
遇
が
苛
酷
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

四　

明
治
元
年
の
尊
攘
派
の
復
権

　

慶
応
年
間
、
幕
藩
体
制
は
着
実
に
解
体
に
向
か
っ
て
い
た
。
慶
応
二
年

（
一
八
六
七
）
一
二
月
五
日
に
、
徳
川
慶
喜
が
一
五
代
将
軍
に
就
職
し
て
も
、
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こ
の
流
れ
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
元
治
の
内
乱
で
朝
廷
か
ら
忌
ま
れ
た
水
戸

藩
保
守
派
政
権
は
、
慶
喜
の
改
革
要
請
を
拒
否
し
た
。
し
か
し
、
内
部
的
に

も
疑
心
暗
鬼
の
対
立
を
続
け
た
不
安
定
な
保
守
派
政
権（

（2
（

が
、
頼
れ
る
と
こ
ろ

は
幕
府
の
み
で
あ
っ
た
。
慶
応
三
年
一
二
月
晦
日
、
水
戸
藩
は
精
鋭
部
隊
を

江
戸
に
送
ろ
う
と
し
た
。
そ
の
た
め
に
平
須
村
に
貸
人
一
人
を
指
出
す
よ
う

に
一
二
月
二
七
日
に
指
令
し
て
き
た
。「
右
は
来
ル
晦
、
家
人
数
江
戸
表
へ

為
二
御
登
一
相
成
候
」
と
あ
る
。
貸
人
と
は
知
行
地
の
軍
役
に
使
う
農
民
（
農

戸
と
い
う
）
で
は
不
足
の
と
き
に
、
藩
が
蔵
入
地
の
農
民
を
貸
し
て
、
軍
役

を
は
た
さ
せ
る
制
度
で
あ
る
。
水
戸
藩
は
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
の
将
軍

上
洛
の
と
き
ま
で
に
農
戸
と
貸
人
を
事
実
上
貸
人
に
統
一
し
て
、
領
内
全
農

家
を
軍
事
動
員
で
き
る
よ
う
に
し
た（
（2
（

。
そ
の
貸
人
を
動
員
す
る
の
だ
か
ら
、

ま
た
文
言
に
も
「
人
数
」
と
あ
る
か
ら
、
戦
闘
部
隊
を
江
戸
に
送
り
込
も
う

と
し
た
の
で
あ
る
。
政
局
が
急
速
に
流
動
化
す
る
な
か
、
江
戸
で
の
水
戸
藩

の
存
在
観
を
高
め
る
た
め
で
あ
っ
た（
（2
（

。

　

し
か
し
、
政
局
は
大
政
奉
還
・
王
政
復
古
・
鳥
羽
伏
見
の
戦
と
進
み
、
征

東
軍
が
派
遣
さ
れ
、
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
四
月
一
一
日
の
江
戸
開
城
と

な
り
、
旧
幕
府
は
新
政
府
に
降
伏
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
京
都
に
留
ま
っ
て

い
た
激
派
の
精
鋭
部
隊
で
あ
る
本
圀
寺
勢
は
、
藩
政
改
正
の
勅
書
を
え
て
、

一
月
二
〇
日
に
京
都
を
出
発
し
た
。
本
圀
寺
勢
は
二
月
一
〇
日
に
江
戸
に
着

い
た
。
こ
の
と
き
保
守
派
は
水
戸
に
逃
れ
た
の
で
、
た
だ
ち
に
江
戸
の
藩
政

は
尊
攘
派
の
下
に
回
復
し
た
。
三
月
一
二
日
に
は
水
戸
の
藩
政
を
回
復
す
べ

く
、
水
戸
に
部
隊
を
送
っ
た
。
一
方
、
水
戸
で
は
鎮
派
が
蜂
起
し
て
藩
政
を

回
復
し
、
保
守
派
の
五
百
人
余
は
会
津
へ
と
脱
走
し
た
。
一
六
日
に
江
戸
か

ら
部
隊
が
到
着
し
た
の
は
、
そ
の
後
で
あ
っ
た
。

　

藩
主
慶
篤
が
藩
政
改
正
の
た
め
に
江
戸
を
出
発
し
た
の
は
、
三
月
一
七
日

で
あ
る
。
こ
の
と
き
「
潜
居
」
し
て
い
た
寅
之
介
は
一
行
を
府
中
で
迎
え
、

「
鮎
沢
伊
太
夫
様
御
供
」
と
し
て
水
戸
に
赴
い
た
。
な
お
鮎
沢
伊
太
夫
は
諱

を
国
維
、
桜
田
の
指
導
者
の
一
人
高
橋
多
一
郎
愛
諸
の
弟
で
、
水
戸
藩
下
士

の
鮎
沢
家
を
継
い
だ
。
弘
道
館
舎
長
に
な
っ
た
秀
才
で
あ
る
。
安
政
の
大
獄

で
は
、
豊
後
佐
伯
に
流
罪
に
処
さ
れ
た
。
三
年
後
に
許
さ
れ
て
帰
国
し
た
。

元
治
の
内
乱
で
は
激
派
と
と
も
に
西
上
し
た
が
、
信
濃
駒
場
宿
で
別
れ
て
上

京
し
た（
（2
（

。

　

そ
の
後
、
寅
之
介
は
「
岡
部
七
十
郎
様
御
一
手
ニ
付
、
白
川
迄
罷
□
、
四

月
中
帰
宅
」し
た
。
水
戸
藩
は
三
月
二
〇
日
に
脱
走
し
た
保
守
派
を
追
っ
て
、

一
千
余
の
部
隊
を
白
河
ま
で
進
め
た
。
そ
の
部
隊
に
加
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
部
隊
は
四
月
一
一
日
に
水
戸
に
帰
っ
た
。
な
お
寅
之
介
が
附
属
し
た
岡

部
七
十
郎
と
は
、
家
禄
五
〇
〇
石
で
大
寄
合
頭
ま
で
進
ん
だ
忠
蔵
以
忠
の
長

男
で
あ
り
、
那
珂
湊
で
投
降
し
た
鎮
派
の
中
心
人
物
榊
原
照
煦
の
甥
で
あ
っ

た（
（2
（

。

　

四
月
九
日
に
武
田
金
次
郎
藎
ら
一
三
〇
人
余
が
朝
命
を
奉
じ
て
京
都
を
立

ち
、
二
八
日
に
江
戸
に
着
い
た
。
金
次
郎
は
激
派
の
首
領
と
し
て
族
滅
に
処

せ
ら
れ
た
武
田
耕
雲
斎
の
孫
で
、
武
田
家
の
唯
一
の
生
存
者
で
あ
っ
た
。
敦

賀
で
降
伏
し
た
が
、
少
年
だ
っ
た
の
で
遠
島
に
処
さ
れ
た
。
江
戸
に
着
い
た

彼
ら
は
、
閏
四
月
二
八
日
に
大
総
督
府
よ
り
府
城
の
守
衛
を
命
じ
ら
れ
た
。

次
い
で
五
月
二
一
日
に
「
除
奸
反
正
の
為
め
帰
藩
を
許
さ
れ（
（2
（

」
た
。
金
次
郎

は
江
戸
で
も
水
戸
で
も
保
守
派
政
権
の
下
で
働
い
た
者
を
見
境
も
な
く
殺
害

し
た
。
水
戸
藩
党
争
の
暗
黒
面
を
代
表
す
る
人
物
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
水

戸
藩
の
参
政
に
登
用
さ
れ
、
七
月
二
八
日
の
北
越
へ
の
追
討
軍
に
お
い
て
は

先
鋒
隊
長
に
な
っ
た
。
与
衛
門
と
松
之
丞
は
こ
の
部
隊
に
加
わ
っ
た
。
し
か

し
、
武
田
は
一
〇
月
一
日
に
保
守
派
の
脱
走
者
た
ち
が
水
戸
に
向
か
っ
た
の

を
知
り
、
急
遽
、
越
後
か
ら
水
戸
に
帰
っ
た
。
そ
れ
故
に
与
衛
門
が
「
十
月

中
帰
宅
」、
松
之
丞
が
「
九
月
中
帰
宅
」
と
あ
る
の
は
、
一
〇
月
帰
宅
が
正

し
く
、
ま
た
「
帰
宅
」
は
「
帰
陣
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
武
田
は

そ
の
後
、「
尋
い
て
軍
務
官
よ
り
東
京
各
所
の
警
衛
を
命
ぜ
ら
れ
二
年
己
巳
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以
後
兵
部
省
よ
り
屡
任
務
を
命
ぜ
ら
る（
（2
（

」
と
あ
り
、
与
衛
門
と
松
之
丞
は
水

戸
に
帰
っ
て
か
ら
も
武
田
に
従
っ
て
い
て
、
二
年
七
月
の
時
点
で
東
京
に
い

た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に
北
越
追
討
に
加
わ
っ
た
も
の
に
、
郷
足
軽
の

甚
五
左
衛
門
が
い
る
。
彼
は
「
帰
村
後
」（
取
調
の
達
に
は
「
帰
陣
」
と
あ
る
）

も
「
岩
□
山
等
出
張
中
」
だ
っ
た
の
で
、
妻
子
へ
扶
持
米
が
下
さ
れ
た
。

　

そ
の
一
方
、
保
守
派
の
協
力
者
へ
の
調
査
は
繰
り
返
し
実
施
さ
れ
た
。
明

治
二
年
四
月
一
〇
日
に
大
山
守
の
木
村
富
蔵
は
、
次
の
よ
う
に
取
調
の
達
を

廻
し
た
。

其
村
々
去
子
年
中
奸
行
有
レ
之
趣
ニ
て
、
手
縄
村
預
ケ
被
二
仰
付
置
一
も

の
共
有
レ
之
候
ハ
ゝ
、
名
前
取
調
、
明
十
一
日
我
等
宅
へ
無
二
延
引
一
指

出
候
様
可
レ
被
レ
成
候
。

　

処
罰
は
そ
れ
以
前
、お
そ
ら
く
元
年
中
に
も
な
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

そ
れ
で
も
取
調
が
続
い
た
の
は
、新
た
な
処
罰
者
が
浮
上
し
た
か
ら
で
あ
る
。

　

七
月
二
七
日
に
大
山
守
の
木
村
は
、
保
守
派
政
権
の
協
力
者
で
処
罰
さ
れ

た
者
の
報
告
を
求
め
た
。
こ
の
と
き
の
報
告
に
よ
る
と
、
平
須
村
に
は
三
人

の
処
罰
者
が
い
た
。
先
小
山
守
雨
谷
佐
左
衛
門
は
、
元
年
四
月
に
慎
に
処
さ

れ
た
。
先
組
頭
佐
吉
と
先
五
人
組
頭
儀
平
は
、
二
年
五
月
に
平
村
預
に
処
さ

れ
た
。
こ
の
ほ
か
に
先
皮
多
頭
五
兵
衛
は
、「
是
ハ
去
辰
三
月
中
脱
走
仕
、

今
以
行
衛
相
分
不
レ
申
候
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
八
月
五
日
の
脱
走
者
の

取
調
で
も
、
五
兵
衛
は
同
様
に
報
告
さ
れ
た
。

　

八
月
二
七
日
に
郡
方
役
人
の
寺
門
辰
太
郎
と
佐
藤
哲
三
郎
は
、佐
左
衛
門
・

市
十
・
佐
吉
・
儀
衛
門
を
、「
右
之
者
へ
申
達
候
御
用
有
レ
之
候
条
、
明
廿
八

日
明
七
ツ
時
、
長
岡
村
庄
屋
宅
へ
村
役
人
同
道
可
レ
被
二
指
出
一
候
」
と
、
呼

び
出
し
た
。
市
十
以
外
は
す
で
に
処
罰
さ
れ
た
者
た
ち
で
あ
る
か
ら
、
新
た

に
市
十
が
加
わ
っ
た
取
調
の
結
果
を
伝
え
る
た
め
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
こ
に
留
ま
ら
な
か
っ
た
。
同
日
郡
方
役
人
の
会
沢
栄
蔵
と
佐
久
間
貞

介
は
、「
相
尋
候
御
用
有
レ
之
候
条
、
明
廿
八
日
正
五
ツ
時
、
刻
限
無
二
延
引

一
継
所
□
へ
呼
出
置
候
様
可
レ
被
レ
致
」
と
、
以
下
の
三
六
人
の
村
人
を
平
須

村
の
継
所
宅
へ
呼
び
出
し
た
。
五
〇
軒
余
し
か
な
い
平
須
村
の
ほ
と
ん
ど
の

農
民
が
対
象
で
あ
る
。

円
二　

勇
作　

五
衛
門　

弥
兵
衛　

佐
兵
衛　

□
衛
門　

彦
衛
門　

次

兵
衛　

□
□
□　

武
兵
衛　

善
四
郎　

佐
七　

巳
之
吉　

庄
兵
衛　

藤

介　

新
蔵　

平
兵
衛　

嘉
兵
衛　

半
左
衛
門　

惣
三
郎　

惣
衛
門　

久

蔵　

久
米
治　

喜
兵
衛　

藤
衛
門　

介
衛
門　

伊
左
衛
門　

金
兵
衛　

茂
兵
衛　

兼
吉　

太
一
郎　

久
三
郎　

□
十　

政
介　

平
介　

作
衛
門

　

尋
問
の
内
容
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
佐
左
衛
門
ら
の
呼
び
出
し
と
関
連
し

て
い
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
そ
し
て
一
〇
月
一
四
日
に
郡
方
役
人
の
小
田

部
仁
介
と
佐
久
間
貞
介
は
、「
右
之
者
共
へ
相
達
候
御
用
□
義
有
レ
之
候
条
、

明
十
五
日
我
等
其
村
へ
出
役
致
候
。
御
自
分
宅
へ
呼
出
置
可
レ
被
レ
申
候
」と
、

以
下
の
三
一
人
の
村
人
を
庄
屋
宅
へ
呼
び
出
し
た
。

円
二　

祐
作　

庄
衛
門　

弥
平　

佐
平　

彦
衛
門　

次
兵
衛　

太
平　

武
平　

善
四
郎　

佐
七　

巳
之
吉　

庄
兵
衛　

藤
介　

庄
蔵　

平
兵
衛　

嘉
兵
衛　

半
左
衛
門　

惣
三
郎　

惣
衛
門　

久
米
治　

喜
平　

藤
兵
衛　

六
衛
門　

伊
左
衛
門　

金
兵
衛　

兼
吉　

太
一
郎　

政
介　

平
介　

茂

兵
衛

　

五
人
減
っ
て
い
る
う
え
、
多
少
人
名
が
違
っ
て
い
る
。
農
民
の
名
前
を
書

く
と
き
、
襲
名
・
当
主
名
・
当
人
名
な
ど
と
複
雑
で
あ
る
か
ら
、
ほ
ぼ
同
一

人
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
呼
び
出
し
の
理
由
は
八
月
の
は

「
尋
」
で
あ
っ
た
が
、
今
度
は
「
達
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
明

記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
三
節
で
述
べ
た
前
田
村
の
村
民
の
よ
う
に
、
内
乱
の

と
き
に
彼
ら
は
人
足
と
し
て
保
守
派
の
た
め
に
働
い
た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
た
め
に
御
呵
程
度
の
処
罰
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
保
守
派
政
権
へ
の

協
力
者
の
探
索
は
執
拗
に
続
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

新
政
権
に
な
っ
た
と
い
っ
て
も
、
水
戸
藩
の
財
政
は
破
綻
状
況
に
あ
っ
た
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こ
と
に
変
わ
り
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
再
び
戦
争
で
あ
る
。
か
く
し
て
水
戸

藩
は
再
び
御
用
金
を
賦
課
し
た
。
平
須
村
で
は
明
治
元
年
六
月
に
「
冥
加
金

幷
御
酬
金
」
と
し
て
二
七
両
上
納
し
た
。
内
訳
は
、
二
両
が
先
庄
屋
庄
蔵
と

組
頭
渡
辺
庄
作
、
一
両
三
分
が
組
頭
雨
谷
五
郎
治
と
新
衛
門
、
一
両
二
分
が

雨
谷
佐
左
衛
門
と
五
人
組
頭
祐
作
、
一
両
が
佐
吉
と
小
山
守
茂
平
と
五
人
組

頭
久
蔵
と
彦
衛
門
と
惣
三
郎
と
儀
平
と
三
郎
衛
門
と
伊
左
衛
門
と
庄
衛
門
、

三
分
が
五
人
組
頭
円
次
と
次
平
と
金
兵
衛
、
二
分
が
五
人
組
頭
善
四
郎
と
佐

七
と
定
之
介
と
庄
兵
衛
と
七
衛
門
と
介
衛
門
と
平
介
と
武
平
と
七
兵
衛
と
藤

介
、
一
分
が
久
米
衛
門
で
あ
っ
た
。
二
両
か
ら
一
分
、
村
内
の
出
せ
る
家
か

ら
か
き
集
め
た
の
で
あ
ろ
う
、
拠
出
者
が
二
九
人
と
過
去
最
大
な
の
が
特
徴

で
あ
る
。

五　

明
治
二
年
の
農
兵
取
立

　

尊
攘
派
に
よ
っ
て
創
設
さ
れ
た
御
備
人
数
の
農
兵
制
度
と
そ
の
教
育
機
関

で
あ
っ
た
郷
校
は
、
慶
応
年
間
、
保
守
派
政
権
の
下
で
廃
止
さ
れ
た
。
し
か

し
、
明
治
に
な
っ
て
尊
攘
派
政
権
が
復
活
す
る
と
、
順
次
再
開
さ
れ
て
い
っ

た
。
平
須
村
の
地
域
で
も
郡
奉
行
所
の
指
導
の
下
、
大
山
守
が
中
心
に
な
っ

て
再
構
築
の
努
力
が
な
さ
れ
た
。
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
六
月
早
々
に
、

破
損
の
た
め
に
人
名
と
年
齢
が
よ
く
読
め
な
い
が
、
小
山
守
雨
谷
佐
一
郎
家

の
者
と
新
介
弟
と
元
組
頭
佐
吉
倅
倉
之
介
の
三
人
が
、「
教
場
詰
合
ニ
罷
出

候
て
も
宜
者
書
上
候
様
御
達
相
成
」
っ
た
の
で
、
適
格
者
と
し
て
郡
方
役
人

の
会
沢
栄
三
と
佐
久
間
貞
介
に
報
告
さ
れ
た
。「
教
場
」
郷
校
の
再
建
と
そ

こ
に
通
う
農
兵
取
立
が
計
画
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

郷
校
は
再
建
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
学
問
吟
味
は
再
開
さ
れ
た
。
六
月

二
日
に
長
岡
村
の
大
山
守
木
村
富
蔵
は
、
管
下
の
村
々
に
次
の
布
達
を
出
し

た
。

其
村
々
好
学
之
者
、
来
ル
五
日
於
二
当
村
御
殿
一
、
御
出
役
様
素
読
幷

講
釈
等
御
聴
聞
被
レ
為
レ
在
候
ニ
付
、
素
読
幷
講
釈
等
仕
度
者
へ
、
長

少
ニ
不
レ
拘
勝
手
ニ
罷
□
□
□
、
訳
て
御
達
ニ
相
成
候
条
、
同
日
明
六

ツ
時
迄
ニ
弁
当
持
参
、
我
等
宅
へ
御
着
到
可
レ
被
レ
成
候
。

　

六
月
五
日
に
郡
方
役
人
が
出
張
し
て
き
て
素
読
と
講
釈
を
聴
聞
す
る
の

で
、
希
望
者
を
公
募
し
た
。
そ
の
場
と
し
て
長
岡
宿
の
藩
主
専
用
の
休
泊
施

設
で
あ
る
「
御
殿
」
を
使
用
す
る
と
は
、
そ
の
力
の
入
れ
よ
う
を
示
し
て
い

る
。
具
体
的
に
ど
う
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

　

郷
校
の
再
建
と
い
い
農
兵
取
立
と
い
っ
て
も
、
元
治
と
戊
辰
の
内
乱
の
直

後
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
う
え
慶
応
か
ら
明
治
初
年
に
か
け
て
は
不
作
で
あ
っ

た（
（2
（

か
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
業
は
順
調
に
進
ま
な
か
っ
た
に
違
い
な
い
。
農
兵

取
立
に
お
い
て
も
先
の
募
集
で
は
不
十
分
だ
っ
た
の
で
、
庄
屋
た
ち
は
六
月

六
日
に
大
山
守
宅
に
呼
び
出
さ
れ
、
次
の
農
兵
取
立
の
布
達
を
示
さ
れ
た
。

　
　
　

御
達
の
写

一 

郷
中
此
度
兵
隊
御
組
立
相
成
候
ニ
付
、庄
屋
与
頭
小
御
山
守
ハ
勿
論
、

平
民
ニ
至
迄
子
弟
之
内
ニ
て
人
撰
之
儀
、

　
　
　
　

但
し
、 

十
六
七
歳
よ
り
四
十
歳
迄
、
当
人
ニ
て
も
家
事
ニ
指
支
無

レ
之
候
者
可
レ
撰
。

月
々
三
四
度
稽
古
ニ
可
二
相
成
一
歟
。

一
常
々
練
兵
有
レ
之
、
尤
盛
農
時
は
稽
古
止
。

□
非
常
之
節
、
他
領
迄
も
罷
出
、
農
事
格
別
指
支
無
レ
之
者
。

一
子
弟
之
内
親
家
格
有
レ
之
候
ハ
ゝ
、
肩
書
ニ
可
二
相
認
一
事
。

一
関
門
詰
相
勤
居
候
者
、
何
れ
も
兵
隊
□
組
□
可
レ
然
哉
。

　

要
す
る
に
村
役
人
層
を
中
心
に
し
て
小
前
百
姓
も
含
め
て
、
一
六
歳
か
ら

四
〇
歳
の
青
壮
年
の
う
ち
か
ら
、
出
兵
し
て
も
農
事
に
支
障
の
な
い
も
の
を

選
べ
と
命
じ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
応
え
て
平
須
村
で
は
「
教
場
詰
合
ニ
罷

出
候
て
も
農
事
指
支
も
無
レ
之
者
」
と
し
て
、
次
の
九
人
を
役
職
と
年
齢
を
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副
え
て
、
郡
方
役
人
の
会
沢
と
佐
久
間
に
報
告
し
た
。

与
頭
雨
谷
五
郎
治
年
三
十
三
才　

同
渡
辺
庄
作
年
四
十
六
才　

小
御
山

守
庄
平
年
四
十
八
才　

同
雨
谷
佐
一
郎
年
五
十
三
才　

五
人
頭
祐
作
年

四
十
二
才　

関
門
詰
勘
五
郎
年
廿
六
才　

百
姓
定
之
介
年
廿
八
才　

同

秀
之
介
年
十
九
才　

同
倉
之
介
年
十
七
才

　

こ
れ
ら
の
名
前
な
ど
は
、
横
並
び
に
書
か
れ
て
い
る
。
ほ
か
に
与
頭
雨
谷

五
郎
治
の
上
に
「
庄
屋
大
野
長
四
郎
と
し
四
十
才
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
庄

屋
の
大
野
長
四
郎
は
他
村
か
ら
の
兼
帯
で
あ
っ
た
か
ら
、
迷
っ
て
参
考
ま
で

に
書
い
た
と
い
え
る
。
大
野
は
登
録
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
自
村
で
な
さ
れ
る

か
ら
で
あ
る
。

　

右
に
九
人
が
書
き
上
げ
ら
れ
た
が
、
組
頭
渡
辺
庄
作
と
二
人
の
小
山
守
、

そ
し
て
五
人
組
頭
祐
作
は
求
め
ら
れ
た
青
壮
年
の
一
六
歳
か
ら
四
〇
歳
の
年

齢
規
定
に
違
反
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
先
の
申
告
で
は
三
人
だ
っ
た
の
が
、
こ

の
度
は
三
倍
の
九
人
に
増
大
し
た
理
由
は
、
藩
側
が
量
的
不
足
を
問
題
に
し

た
か
ら
に
違
い
な
い
。
右
の
「
御
達
」
に
、
村
役
人
は
「
勿
論
、
平
民
ニ
至

迄
」
人
選
の
対
象
に
し
た
こ
と
は
、
こ
の
点
を
十
分
示
唆
し
て
い
る
。
お
そ

ら
く
郡
方
役
人
は
村
の
規
模
な
ど
を
勘
案
し
て
、
あ
る
程
度
の
人
数
を
予
定

し
て
示
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

人
選
に
あ
た
っ
て
第
一
に
期
待
さ
れ
た
の
は
、
庄
屋
組
頭
小
山
守
の
村
役

人
層
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
平
須
村
で
は
四
人
の
組
頭
小
山
守
の
う
ち
、
三

人
が
年
齢
的
に
不
適
格
で
あ
っ
た
。
こ
の
対
策
と
認
め
て
よ
い
、
七
月
二
一

日
に
尊
攘
運
動
参
加
者
の
取
調
の
達
を
出
し
た
と
き
、
同
時
に
「
何
村　

誰

　

年
」
と
書
い
て
、
次
の
よ
う
に
御
備
人
数
（
農
兵
）
の
調
査
を
し
た
。

是
ハ
去
ル
何
年
中
御
備
御
人
数
組
被
二
仰
付
一
候
。

一
及
二
老
年
ニ
一
御
奉
公
相
勤
兼
候
者
ハ
、
子
弟
等
之
内
、
立
代
被
二
仰

付
一
可
レ
然
人
物
相
撰
可
二
申
出
一
候
。

　

安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
三
年
の
農
兵
取
立
の
と
き
、
庄
屋
は
在
任
中
苗

字
帯
刀
御
免
、
組
頭
は
在
任
中
苗
字
御
免
、
非
常
の
と
き
帯
刀
御
免
の
み
で

あ
っ
た
が
、
農
兵
の
採
用
基
準
の
一
大
要
素
は
家
格
で
あ
っ
た（
（2
（

。
し
た
が
っ

て
、
庄
屋
組
頭
の
村
役
人
の
多
く
は
農
兵
で
あ
っ
た
、
と
み
な
せ
る
。
こ
の

布
達
は
、
直
接
的
に
は
御
備
人
数
（
農
兵
）
の
確
認
と
、
年
取
っ
た
御
備
人

数
に
代
人
を
命
じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
事
実
上
、
右
の
よ
う
に
年
齢
制
限
を

超
え
る
も
の
が
多
い
村
役
人
層
の
対
策
で
あ
っ
た
、
と
い
え
る
。

　

一
方
、
一
般
農
民
の
採
用
も
続
け
ら
れ
た
。
平
須
村
で
は
九
月
に
、
破
損

の
た
め
に
名
前
と
年
齢
が
読
め
な
い
が
、
百
姓
一
人
が
「
心
得
宜
敷
」
と
の

理
由
で
、
御
備
人
数
に
組
入
れ
ら
れ
た
。

　

郷
校
と
農
兵
制
の
整
備
は
着
々
と
進
ん
だ
。
九
月
二
七
日
に
大
山
守
木
村

富
蔵
は
、
郡
方
役
人
が
出
張
し
て
き
て
、
文
武
稽
古
を
一
〇
月
三
日
に
上
石

崎
村
寺
院
で
始
め
る
と
通
達
を
出
し
た
。

指
引
村
々
先
達
て
中
相
達
候
趣
、
文
武
稽
古
致
二
修
行
一
候
様
御
懸
り

様
よ
り
御
達
ニ
付
、
村
々
ニ
て
撰
指
出
候
も
の
共
、
此
度
上
石
崎
村
□

院
ニ
て
、
来
月
三
日
稽
古
御
開
ニ
相
成
候
条
、
其
旨
相
心
得
、
撰
置
候

人
数
之
も
の
へ
相
達
、
右
日
限
ニ
は
早
朝
よ
り
罷
出
、
我
等
手
元
へ
面

附
ヲ
以
指
出
候
様
、
御
達
し
□
レ
被
レ
成
候
。
以
上

巳
九
月
廿
七
日　

木
大
御
山
守

村
富
蔵
様

　

 

尚
々
、
御
人
数
御
組
入
初
、
尚
又
相
撰
置
候
も
の
一
同
、
無
二
延
引

一
指
出
し
可
レ
被
レ
成
候
。
尤
御
当
日
ニ
は
、
御
出
役
様
御
出
張
ニ
相

成
候
間
、
其
□
相
心
得
、
御
達
申
候
。

　

こ
の
文
武
稽
古
は
継
続
し
て
実
施
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
人

数
が
集
ま
ら
ず
、
延
期
に
な
っ
た
の
が
実
情
で
あ
つ
た
。
そ
の
た
め
に
大
山

守
木
村
富
蔵
は
、
次
の
よ
う
に
出
席
を
促
す
回
達
を
一
一
月
八
日
に
出
し
て

い
る
。其

村
々
上
石
崎
稽
□
詰
合
之
人
数
、
定
日
□
□
□
□
□
処
、
追
々
延
引

ニ
も
相
成
候
様
□
見
、
左
様
ニ
て
ハ
不
二
相
成
一
、
不
参
□
之
村
、
詰
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合
候
様
御
達
可
レ
被
レ
成
候
。

　

尊
攘
派
政
権
が
復
活
し
て
も
、
元
治
・
戊
辰
と
二
つ
の
内
乱
を
経
験
し
た

農
民
は
、
農
民
を
軍
事
力
に
再
編
成
し
よ
う
と
す
る
計
画
に
、
か
つ
て
の
よ

う
に
は
動
か
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

六　

簡
単
な
ま
と
め

　

右
に
平
須
村
の
村
民
と
尊
王
攘
夷
運
動
と
の
関
わ
り
を
み
た
。
金
銭
面
を

み
る
と
、
総
額
で
一
二
九
両
三
分
も
の
金
額
が
上
納
さ
れ
た
。
こ
の
村
の
安

政
四
年
（
一
八
五
七
）
か
ら
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
の
間
の
畑
方
年
貢
は

二
三
石
二
二
で
あ
っ
た（
（3
（

。一
両
一
石
二
斗
五
升
の
換
算
率
で
金
子
に
直
す
と
、

一
八
・
五
七
六
両
す
な
わ
ち
一
八
両
二
分
余
で
あ
る
。
村
方
に
と
っ
て
い
か

に
大
き
な
負
担
で
あ
っ
た
か
理
解
さ
れ
る
。

　

拠
出
し
た
の
は
村
役
人
層
が
中
心
で
あ
っ
た
。
庄
屋
で
あ
っ
た
雨
谷
庄
蔵

は
七
四
両
と
、
全
体
の
五
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
出
し
て
い
る
。
庄
屋
の
立
場
以

上
に
、
持
高
で
村
内
一
位
の
一
九
石
余
で
、
醤
油
醸
造
を
営
ん
で
い
た（
（3
（

豊
か

さ
が
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。
組
頭
で
あ
っ
た
渡
辺
庄
作
は
一
一
両
二
分
、

同
じ
く
組
頭
で
あ
っ
た
雨
谷
佐
吉
は
七
両
、
そ
し
て
小
山
守
で
あ
っ
た
雨
谷

佐
左
衛
門
は
一
三
両
一
分
出
し
て
い
る
。
こ
の
上
位
四
人
で
一
〇
五
両
三
分

と
、
全
体
の
八
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
る
。

　

も
ち
ろ
ん
上
納
し
た
の
は
村
役
人
層
の
み
で
な
か
っ
た
。
安
政
二
年
一
〇

月
は
一
四
軒
、
安
政
六
年
一
二
月
は
一
一
軒
、
万
延
元
年
一
二
月
は
一
〇
軒
、

そ
し
て
明
治
元
年
六
月
は
二
九
軒
に
も
な
る
。
小
口
で
も
い
い
か
ら
、
出
せ

る
家
か
ら
出
せ
る
だ
け
徴
収
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
一
言
加
え
る
と
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
八
月
の
九
種
の
上
納

金
を
家
ご
と
に
ま
と
め
た
報
告
は
、「
村
方
百
姓
共
之
内
、
安
政
元
寅
年
よ

り
明
治
元
辰
十
一
月
迄
献
金
幷
御
調
達
金
指
上
ケ
、
今
以
御
酬
無
レ
之
者
、

書
上
」
げ
る
よ
う
に
求
め
ら
れ
た
報
告
で
あ
る
。「
御
酬
」
が
な
か
っ
た
分

の
書
上
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
慶
応
三
年
に
雨
谷
庄
蔵
と
雨
谷
佐
左
衛
門
は

苗
字
を
名
乗
っ
て
い
る
。
と
い
う
こ
と
は
、
彼
ら
は
農
兵
と
の
関
係
で
安
政

以
来
苗
字
を
名
乗
っ
た
の
み
で
な
く
、
こ
の
時
期
は
献
金
し
て
苗
字
を
許

可
さ
れ
て
い
た
と
み
な
せ
る
。
安
政
二
年
の
一
代
苗
字
御
免
の
献
金
額
は
、

五
〇
両
で
あ
っ
た（
（3
（

。よ
り
多
額
の
上
納
金
が
藩
に
指
し
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
度
重
な
る
献
金
・
御
用
金
の
取
立
は
、
正
常
な
村
方
の
経
済

的
発
展
の
大
き
な
阻
害
要
件
に
な
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
が
ま
た
、
尊
攘

派
か
ら
農
民
が
離
れ
て
い
く
、
直
接
的
な
原
因
と
な
っ
た
強
借
な
ど
と
違
っ

て
、
基
底
的
な
動
き
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

尊
攘
派
に
加
わ
っ
た
五
人
に
関
し
て
も
、
村
方
の
尊
攘
派
に
対
す
る
消
極

的
な
態
度
が
指
摘
で
き
る
。
第
一
、「
是
は
去
子
年
中
潮
来
御
館
へ
罷
出
」

と
い
う
よ
う
に
、
な
ぜ
本
人
の
意
志
で
あ
る
こ
と
を
ボ
カ
す
表
現
を
す
る
の

で
あ
ろ
う
か
。
明
治
二
年
七
月
と
い
え
ば
、
尊
攘
派
政
権
下
に
あ
っ
た
。
そ

れ
な
ら
ば
尊
攘
の
志
士
と
し
て
の
履
歴
、
少
な
く
と
も
尊
攘
派
と
の
以
前
か

ら
の
関
わ
り
を
書
い
た
ほ
う
が
、
藩
政
府
へ
の
聞
こ
え
は
よ
い
。
さ
ら
に
内

乱
中
に
い
つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
よ
う
な
働
き
を
し
た
か
も
不
明
確
で
あ
る
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
同
一
人
で
も
報
告
に
よ
っ
て
齟
齬
す
る
点
が
い
く
つ
も
み

ら
れ
た
。
こ
う
し
た
不
正
確
な
書
き
方
を
し
た
理
由
は
、
村
方
で
は
尊
攘
運

動
を
評
価
し
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
参
加
し
た
若
者
を
英
雄
視
し
て

い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

反
尊
攘
派
と
し
て
処
罰
さ
れ
た
村
民
に
関
し
て
の
扱
い
で
も
、
同
様
な
こ

と
が
い
え
る
。
平
須
村
で
は
明
治
二
年
七
月
の
時
点
で
保
守
派
の
協
力
者
三

人
が
処
罰
さ
れ
て
い
た
が
、
先
組
頭
佐
吉
と
先
五
人
組
頭
儀
平
の
文
言
は
、

「
是
ハ
当
五
月
中
御
吟
味
之
上
、
平
村
預
被
二
仰
付
一
居
申
候
」
と
あ
る
だ
け

で
あ
る
。
先
小
山
守
雨
谷
佐
左
衛
門
も
、「
是
ハ
去
辰
四
月
中
御
呼
出
之
上
、

慎
被
二
仰
付
一
居
申
候
」
と
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
処
罰
理
由
は
書
か
れ
て
い
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な
い
。
も
ち
ろ
ん
こ
の
報
告
を
命
じ
た
布
達
は
、「
其
村
々
子
年
已
来
所
業

有
レ
之
」
と
書
き
出
さ
れ
て
い
る
。
脱
走
人
の
元
皮
多
頭
五
兵
衛
も
同
様
で
、

「
是
ハ
去
辰
三
月
中
脱
走
仕
、
今
以
行
衛
相
分
不
レ
申
候
」
と
の
み
あ
る
だ

け
で
あ
る
。
穢
多
の
部
隊
を
率
い
て
鯉
淵
勢
に
参
加
し
、
各
地
の
戦
闘
で
活

躍
し
た
五
兵
衛
に
、
そ
の
よ
う
な
説
明
は
一
言
半
句
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

反
尊
攘
派
の
保
守
派
政
権
の
下
で
働
い
た
彼
ら
に
、
も
し
批
判
的
で
あ
っ

た
と
し
た
な
ら
ば
、
も
う
少
し
き
ち
ん
と
処
罰
理
由
、
脱
走
の
原
因
を
書
く

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
故
に
こ
の
点
か
ら
み
て
も
、
村
方
は
尊
攘
派

政
権
を
評
価
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
彼
ら
に
同
情
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
平
須
村
の
農
民
た
ち
が
反
尊
攘
派
の
保
守

派
を
支
持
し
て
い
た
、
と
い
う
の
で
は
な
い
。
彼
ら
は
金
銭
的
に
も
物
的
人

的
に
も
、
村
方
に
被
害
・
損
害
を
負
わ
せ
な
い
、
村
方
を
安
定
的
に
発
展
さ

せ
る
政
権
を
期
待
し
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　

右
の
よ
う
に
平
須
村
と
尊
攘
運
動
と
の
関
係
を
ま
と
め
て
み
た
。
平
須
村

に
は
著
名
な
志
士
は
い
な
か
っ
た
。
反
尊
攘
派
の
鯉
淵
勢
に
参
加
し
た
の
は

穢
多
の
み
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
も
し
著
名
な
志
士
の
下
、
多
数
の
村

民
が
尊
攘
派
に
参
加
し
た
村
や
、
逆
に
反
尊
攘
派
の
農
兵
部
隊
の
中
心
に

な
っ
た
村
を
分
析
す
る
な
ら
ば
、
表
面
的
現
象
的
に
、
俗
に
水
戸
藩
領
農
村

で
は
近
代
に
な
っ
て
も
尊
攘
・
反
尊
攘
の
争
い
が
続
い
た
、
と
い
わ
れ
る
現

象
が
み
ら
れ
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
慎
重
に
分
析
す
る
な
ら
ば
、
基

調
は
同
じ
と
い
え
る
だ
ろ
う（
（3
（

。

注

（
1
）　

拙
稿
「
近
世
平
須
村
の
年
貢
の
変
遷
」『
歴
史
文
化
研
究
（
茨
城
）』
第
5
号
、

歴
史
文
化
研
究
会
（
茨
城
）、
二
〇
一
八
年
。

（
2
）　

拙
稿
「
平
須
村
に
み
る
安
政
期
水
戸
藩
の
植
林
政
策
」『
筑
波
学
院
大
学
紀
要
』

第
15
集
、
筑
波
学
院
大
学
、
二
〇
二
〇
年
。

（
3
）　

本
稿
で
使
用
す
る
平
須
村
の
御
用
留
の
整
理
番
号
は
以
下
の
と
お
り
。

四
九
・
五
〇
・
五
一
・
五
二
・
五
三
・
五
四
・
五
五
・
五
八
・
六
三
・
六
四
。
な
お
、
こ
れ

ら
に
よ
る
と
き
は
、
以
後
と
く
に
注
記
し
な
い
。
引
用
に
あ
た
っ
て
は
、
変
体

仮
名
を
平
仮
名
に
改
め
た
り
、
明
確
な
誤
字
は
正
し
い
文
字
に
直
す
な
ど
し
た
。

（
4
）　

明
治
二
年
八
月
に
安
政
元
年
か
ら
明
治
元
年
ま
で
の
九
種
類
の
献
金
・
調
達

金
を
家
ご
と
に
ま
と
め
て
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
破
損
部
分
や
上
納
の

趣
旨
に
関
し
て
は
、
そ
の
直
前
に
書
か
れ
て
い
る
四
種
の
個
別
の
報
告
、
も
し

く
は
下
書
に
よ
っ
て
確
認
訂
正
し
た
。
ま
た
万
延
元
年
一
二
月
の
強
借
の
個
別

の
金
額
は
、
後
に
み
る
よ
う
に
文
久
元
年
八
月
の
郡
奉
行
所
へ
の
報
告
に
も
記

さ
れ
て
い
る
。

（
5
）　
『
水
戸
藩
史
料
』
上
編
乾
、六
九
三
～
六
九
四
頁
、吉
川
弘
文
館
、一
九
七
〇
年
。

（
6
）　
『
水
戸
市
史
』
中
巻
㈣
、
一
〇
三
一
～
一
〇
三
二
頁
、
水
戸
市
役
所
、

一
九
八
二
年
。

（
7
）　

安
政
二
年
以
降
、庄
屋
組
頭
が
苗
字
を
名
乗
っ
た
こ
と
は
、御
用
留
の
ほ
か
に
、

安
政
二
年
～
慶
応
元
年
「（
諸
浮
役
銭
書
上
綴
）」（
二
四
、
カ
ッ
コ
を
つ
け
た
の

は
、
付
表
題
の
た
め
）
な
ど
の
史
料
に
よ
っ
た
。

（
8
）　
『
水
戸
市
史
』
中
巻
㈤
、
一
五
～
一
六
頁
、
水
戸
市
役
所
、
一
九
九
〇
年
。

（
9
）　

元
治
元
年
「
常
陸
国
茨
城
郡
平 

｜ 

須
村
人
別
改
帳 

｜」（
二
一
）。

（
10
）　

茨
城
県
立
歴
史
館
寄
託
、
水
戸
市
河
和
田
平
戸
邦
明
家
文
書
「
元
治
元
子
年

中
御
追
討
御
賞
留
」（
七
）
中
の
「
賊
徒
追
討
御
加
勢
軍
中
記
」。

（
11
）　

史
籍
協
会
叢
書
『
波
山
紀
事
』、
二
八
頁
、
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
一
八
年
。

（
12
）　

茨
城
県
立
歴
史
館
寄
託
、
茨
城
町
前
田
菅
谷
明
家
文
書
「
諸
願
書
上
帳
」

（
三
二
四

－

一
）。
た
だ
し
、
明
治
元
年
七
月
に
取
消
さ
れ
た
。

（
13
）　

茨
城
県
立
図
書
館
所
蔵
『
否
塞
録
』。

（
14
）　

一
八
世
紀
か
ら
庄
屋
組
頭
の
村
役
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
指
銭
帳
（
一
〇
七

～
一
三
四
・
二
九
四
）
と
小
割
付
帳
（
二
三
〇
～
二
九
三
）
な
ど
の
史
料
に
よ
っ

た
。
嘉
永
三
年
は
「
乍
恐
書
付
ヲ
以
御
訴
奉
申
上
候
事
」（
六
七
七
）
に
よ
っ
た
。
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（14）

（
15
）　

林
に
関
し
て
は
、
彰
考
館
所
蔵
『
水
府
系
纂
』
巻
五
十
六
下
、
茨
城
県
立
歴

史
館
写
真
版
と
『
水
戸
藩
史
料
』
下
編
、
五
四
五
・
八
二
三
頁
、
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
〇
年
。
以
下
、『
水
戸
藩
史
料
』
下
編
に
よ
る
と
き
は
、
必
要
と
認
め
た

以
外
は
注
記
を
省
略
す
る
。

（
16
）　

前
木
に
関
し
て
は
、『
水
府
系
纂
』
巻
二
十
五
下
と
『
水
戸
藩
死
事
録
』『
水

戸
藩
死
事
録
・
義
烈
伝
纂
稿
』、
二
一
六
頁
、
同
朋
社
出
版
、
一
九
八
三
年
。

（
17
）　

そ
の
一
例
と
し
て
私
は
小
鶴
村
を
紹
介
し
た
。
拙
著
『
明
治
維
新
と
水
戸
農

村
』、
三
一
頁
、
同
時
代
社
、
一
九
九
五
年
。

（
18
）　

平
戸
邦
明
家
文
書
「
賊
徒
御
追
討
諸
控
」（
二

－

六
）。

（
19
）　
『
水
戸
市
史
』
中
巻
㈤
、
三
八
三
頁
。

（
20
）　

慶
応
元
年
九
月
、
水
戸
藩
は
獄
舎
に
充
塞
す
る
尊
攘
派
囚
人
の
処
断
の
標
準

を
定
め
た
。
そ
こ
で
は
捕
縛
人
は
「
永
牢
」、
自
訴
人
は
「
牢
舎
。
但
二
百
日
よ

り
五
ケ
年
迄
」
で
あ
っ
た
。『
水
戸
藩
史
料
』
下
編
、
一
〇
一
四
頁
。

（
21
）　

慶
応
年
間
の
保
守
派
政
権
が
内
部
的
に
も
対
立
し
、
朝
廷
・
幕
府
か
ら
も
疎

外
さ
れ
た
不
安
定
な
政
権
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
拙
稿
「
慶
応
二
年
水
戸
藩
保

守
派
政
府
の
朝
廷
工
作
」『
東
京
家
政
学
院
筑
波
短
期
大
学
紀
要
』
第
6
集
、

一
九
九
六
年
。

（
22
）　

貸
人
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
幕
末
期
水
戸
藩
農
兵
制
の
展
開
」
拙
著
『
水
戸

学
の
研
究
』
所
収
、
明
石
書
店
、
二
〇
一
六
年
。

（
23
）　
『
水
戸
藩
史
料
』（
下
編
、
一
一
一
一
頁
）
に
よ
れ
ば
、
慶
応
三
年
末
に
「
江

戸
警
衛
と
称
し
小
山
小
四
郎
を
陣
将
と
し
て
一
の
先
備
を
出
府
せ
し
め
大
に
勢

威
を
張
れ
り
」
と
あ
る
。

（
24
）　
『
水
府
系
纂
』
巻
三
十
九
。『
水
戸
藩
死
事
録
』
前
掲
書
、
二
三
七
頁
。
な
お

駒
場
宿
は
『
水
戸
藩
史
料
』
下
編
、
九
四
五
頁
。

（
25
）　
『
水
府
系
纂
』
巻
四
十
・
巻
四
十
七
。

（
26
）　
『
水
戸
藩
史
料
』
下
編
、
一
一
四
五
頁
。

（
27
）　

同
右
書
、
一
一
四
八
頁
。

（
28
）　
『
水
戸
市
史
』
中
巻
㈤
、
第
二
十
六
章
第
五
節
中
の
「
明
治
初
年
の
凶
作
」。

（
29
）　

同
右
書
中
巻
㈣
、
第
二
十
章
第
六
節
中
の
「
農
兵
の
取
立
て
」。

（
30
）　
（
1
）
と
同
じ
。

（
31
）　

雨
谷
家
は
近
年
ま
で
醤
油
醸
造
を
営
ん
で
い
た
が
、
い
つ
か
ら
始
め
た
か
は

定
か
で
な
い
。
し
か
し
、
幕
末
ま
で
溯
れ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。

（
32
）　
『
水
戸
市
史
』
中
巻
㈣
、
六
三
七
頁
。

（
33
）　

幕
末
維
新
期
に
水
戸
藩
領
農
村
で
は
村
方
騒
動
が
多
い
。
そ
れ
を
安
易
に
尊

攘
・
反
尊
攘
の
対
立
に
結
び
つ
け
る
風
潮
に
対
し
て
、
私
は
た
と
え
ば
拙
稿
「
幕

末
期
水
戸
近
辺
の
不
穏
状
況
」（
拙
著
『
明
治
維
新
と
水
戸
農
村
』
所
収
）
に
お

い
て
、
騒
動
が
多
か
っ
た
原
因
は
、
経
済
的
発
展
の
た
め
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
た
。
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